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Fig,8浮き上がり条件の噴砂面積と噴砂個数
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Fig.24低透水性層下部に残留した水膜
と, Fig-24に示したように低透水性層直Fに間隙水が貯留さ
れる． このように既に間隙水が貯留されている場合，少しの
間隙水が追加されることによってⅢ噴砂が発生する可能性カミ
ある．これらの水膜が完全に排水される前に，再液状化が発
生した場合,最初の液状化よりも小さい振勵で多くの噴砂が
発生すると思われる．この現象は本実験では確認されていな
いが，低透水性層下部に水膜が発生することは， 国生らに
よって確認されている2)． また，著者らのこれまでの実験か
らも,噴砂が発生しない場合にも低透水性層下部に水膜が発
生することが確認されている3}．ただし， これらの実験は，振
動終了後1分程度静置した後に再液状化させたものである．
実現象における再液状化は数日から数年単位で起こるもので
ある．また，地盤にセメンテーション等の物理的，化学的作
用が働く場合もある．そのため， これらの結果をそのまま実
現象に当てはめることはできない‘
また，噴砂の分布が同心円状に近い形で分布していたの
は，構造物や側面の影響，構造物の変位の影響，地盤作製の
際の不成型の影響等が考えられるが,本研究では明らかにす
ることはできなかった．
5 まとめ
液状化層上に低透水性層を有する2層地盤の地表面に構造
物模型を設置し，構造物の沈下．浮き上がり趣と噴砂個数と
面積の関係を調べた． その結果以下のような結果が得られ
た．
(1)沈下.浮き上がりに関わらず，栂造物の変位量が増加する
と，噴砂個数と面積は若干ではあるが，減少する傾向にあ
る．これは,構造物の移動によって発生した砂のダイレイ
タンシ一によって説明できる．
(2)再波状化時は，最初の被状化時より，小さい振動によって
噴砂が発生する． これは．噴砂によって，低透水性層が乱
され弱い部分ができたこと,低透水性層直下に水膜が残留
していたことが理由と考えられる．
鮒辞：本研究は平成16～18年度科学研究費補助金若手研究
Bの補助により行ったものです．関係者各位に感謝いたし
ます．
